








我が国は、洞爺湖サミットにおいてはクールアース 50 を提言し、また先のラクイラ・サミットにおいて、
温室効果ガスの排出削減について先進国全体で 2050 年までに 80％以上削減するとの合意に積極的に関わって
きた。日本として、20年までに 05年比 15％削減、50年までに同比 60～ 80％削減するとしている。この長
期目標達成のためには、先ず CO2 大量排出産業の製鉄、セメント工業などでの技術革新が必須である。他方、
燃料電池など新エネルギー技術の燃料電池車（FCV）や家庭・事業所用コジェネシステム（エネファーム）へ
の広範な導入が強く求められる。
温暖化問題は、一方では南北間や各国産業間の利害に直接関わる政治・経済問題であり、他方では長期的
視野に立って喫緊に取り組むべき地球環境問題でもある。昨今、憂慮すべきは、この温暖化問題への取り組み
が自国の政治・経済重視から、特に主要国米国に於いて、先にはバイオマス、次には原発、風力、ソーラー、
EV、・・・と大きくぶれ、それが多くの国の施策に波及していることである。何れの新エネンルギー・環境技
術においても、そのリードタイムは決して短くないので、ぶれない施策こそが重要と思われる。幸い、固体高
分子形燃料電池開発（PEFC）に対する我国の施策と企業等の開発努力が一貫してなされて来た。その成果が、
エネファームの今年度から世界初の市場導入であり、FCV の世界トップ実用性能の実証成果である。しかし、
これらが本格普及して真に温暖化問題低減に貢献出来るのは、なお 10年ないし 20年以降になると思われる。
また、それらの本格普及には、例えばNEDO作成のロードマップ中に示されるような高性能化、長寿命化を確
保しつつ低コスト化（現状の１／ 10以下）を実現する革新的材料の開発が必須とされている。白金電極触媒
使用量の１／ 10化、高温・低加湿対応電解質開発、高触媒利用の膜／電極接合体（MEA）開発、高効率・低
コスト水素製造装置開発、コンパクト水素貯蔵材料・容器開発、低コストセパレータ開発などがこれに当たる。
筆者がプロジェクトリーダーを務めるNEDO“HiPer-FC プロジェクト”では、本格普及 FCVの要求性能を満
たす白金触媒、炭化水素系電解質、高耐久低触媒MEAのそれぞれの開発に、基本的設計開発指針をもって取り
組んでいる。例えば、触媒の１／ 10化に対しては、40年来の経験から“合わせ技”こそが解決の道と考えて
いる。即ち、合金化で２倍、ナノ粒子化（比表面積増）で２倍、担体効果で２倍、高温作動化で２倍、高触媒
利用MEAで２倍の触媒性能向上を図る。これが実現できれば、トータルで従来触媒性能の 25 ＝ 32 倍を得る
ことが出来る。仮に触媒能が経時劣化により半減してもなお 16倍となり、同一性能確保には１／ 16の触媒使
用で済ませることが可能となる。この触媒使用量は、現在、全世界に普及しているエンジン車の排ガス浄化に
１台当たり使われている触媒量と同程度であり、また燃料電池中の白金触媒の回収／リサイクルは今でも十分
可能である、と物事全て前向きに考えることにしている。
筆者は、1990 年代のリン酸形燃料電池（PAFC）実証研究の評価委員会に関わった。分散型発電を想定して
起動停止や負荷変動など新システムに過剰な試験を科して開発が遅れ、今現在、PAFC は７万時間の耐久性が確
保されているにもかかわらず、開発企業が本格市場導入のチャンスを逃したのを見てきた。それだけに、貴金
属触媒はダメ、何々はダメと言った議論は置き、PEFC は、先ず、機を逃さず導入されるべきと願っている。何
れの材料に対しても、その要求性能は極めて高い。しかし、燃料電池の本格普及を固く信じて、また“ぶれずに”
正面から取り組めば必ず道は開けると信じて、共同研究者や支援研究者と日々討論し、新材料の研究開発と将
来を支える人材育成を楽しんでいる今日この頃である。

Masahiro Watanabe
Director, Professor
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